

























































































Effectiveness of Co-creative Design for Collaboration 
Between High School Students and Graduate Students 
-Production of Peace Learning Materials 
and Practice of Workshop -
The purpose of this research is to clarify the effectiveness of co-creative design to deepen 
user's own learning while forming "unknown" image of users who do not have specialized 
education of design. As a case study, we will hold a workshop to bring out ideas皿 dmake
them "shapes" for high school students who ru・e practicing peace activities in Hiroshima 
City and produce peace learning materials. In the production workshop, we utilized the 
idea method as a support to the proces from grasping the problem to proposing the idea. 
Evaluation of the peace learning materials produced by the ARCS Motivation Model 
showed that it has the effect of improving learner motivation for learning. In addition, 
tl1rough the production proces, it was showt1 that the product completeness increased 
and the ability to thi1訳 fromthe user's point of view of the students was improved. From 
this, it seems that it was effective to use co-creative design method in case study. 
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られるデジタルアーカイブを，田村は 「参加型デジタルアーカイブ」と定義 している [3].
「ヒロシマ・アーカイブ」は，参加型デジタルアーカイブとして，数年の活動の中で制
作の参加者が増えていることも特徴的である．
また，「ヒロシマ ・アーカイ ブ」 の制作活動と平行して， 「ヒロシマ・アーカイブ」の利
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実施日 2017年11月4日 2018年3月26日 2018年6月5日・ 6日





参加者 広島女学院高校有志 5名 広島女学院高校有志 7名 広島女学院高校有志 8名




















● 白 ：客観的 ・中立的．
数値や統計など，変化しない事実を元に議論する．
● 赤 ：直感的 ・主観的
論理的思考をせず，素朴な意見を提示する．
● 黒 ：否定的 ・悲観的
考えられるリスクや，欠点とその理由について誂論する．
● 黄 ：肯定的 ・楽観的
前向きな思考のもと，メリッ トや理想像について提示する．
● 緑 ：創造的 ・革新的
新しいアイデアを提案する．





























































































































3. その類似の特徴 ・理由 ・背景について調査する
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Atention A-1：知覚的喚起 ． 各章にテーマカラーを設けたカラフルな色使い
（注意）  スタイリッシュな表紙． 平和の話題にも直結する観光 ・グルメの情報を掲載
A-2：探究心の喚起 ． 観光・グルメの情報を掲載 デジタルコンテンツ（デジタルアーカイブ）を併用















Relevance R-1：目的指向性 ． 暗い印象に偏ることを避けた学習内容の構成
（関速性） ． 自由度のあるフィールドワーク
R-2:動機との一致 ． フィールドワークの計画

















Confidence C-1 :学習要件 ． 回答例の提示
（自償）  原爆ドーム周辺以外の被爆遺構・碑のテーマごとの
紹介
C-2：成功の機会 ． 証言を聞いたままメモできる記入襴． 記述襴の方眼罫



















Satisfaction S-1 :自然な結果 ． 平和のためにできることを考える設問
（満足感）












































































制作ワークショップに参加した高校 1年生 5名，第 1回目から第 3回目までの全ての制作
ワークショップに参加した高校 2年生 3名，計 8名となっている．
5 4 
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02• ひろし●●●りクイズ p.1 
03・・和って胃だろう？ p．嶋
01-ヒロシマ ・アーカイブ覺讐おう p.S 
02• 重冨警●こう p.6 






































年 （昭和 20年） 一 月 一 日、午蔚 ＿ 疇 ＿ 分、世界で初めて・子爆算が広鼻に

















































2．烏の手lJI先 2．創●●が信仰していた宗教 3.きなこ 1.春
1945/8/6 / 8 / 15/あいおい ／●貪隈
．にこ


































































































































































！ 回囚口 ： 
｀ 蠅●憤纏はウェブliと胃じでT. I 




























































..Ill讀～ 畏曹嶋 - 賛•”2分




































































































































































































































































I ＇ ＇ I E慎●蝙 r●綸●の●石 II - - I 















員・・辺（員霞）” ．．の.. •"は r.髯-0●竃J I:して知6れていた
*久.,．＂’・1J) ●鴫屯•ガスが●●aれていた●● 彎在は『ウサギの鳥JI:しても育書．
＊鼻 (Jt•事） ．9● ●●●彎警”.Illした●土賣囀●が轟る．








































































































































































































［ はい • いいえ J 
国昆尽雲竪っ万人すか？
回領、同じようなワークショッブを行なう磯会があったら、呑加したいと思いますか？
（はい ・ いいえ I
その他、感想・要望があったら、教えてください．
こ・協力ありがとうこざい木した！
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